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●残業時間の規制について
地方公務員の勤務時間は、地方公務員法（昭和 25年
法律第261号）第24条第5項の規定により、条例で
定めることになりますので自治体により様々な取扱
いが可能ですが、同条第 4 項と同法第 14 条第 1 項
（情勢適応の原則）にあるように、国と世の中のル
ールを踏まえることになりますので、結局同じにな
る傾向にあります。
企業であれば、労働基準法第36条第 4項に限度時間
は、一箇月について四十五時間及び一年について三
百六十時間。一方、国家公務員にも人事院規則
15-14（職員の勤務時間、休日及び休暇）第 16条の
2の2第1項第1号イに一箇月において超過勤務を命
ずる時間について四十五時間、一年において超過勤
務を命ずる時間について三百六十時間と定めます。
つまり、地方公務員の時間外勤務は、原則として

1か月当たり 45時間、1年当たり 360 時間が上限と
なります。

●年間360時間を超える職員

上限の年間360時間を超える職員は約100人、平均残
業時間500時間、最高では1000時間にも達し、毎日4
時間の残業を行っている事となり、働き方改革とはほ
ど遠い状況です。
●R4年の個人別の残業が多い職場は下表の通りで、
残業が多い職場が人事課、学校園管理室に偏っていま
す。

目 次

・和泉市職員の残業実態について P１

・住みよさランキングについて P2-3

・大丈夫かマイナンバーカード P4
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和泉市職員の残業実績について
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国立社会保障・人口問題研究所は、令和２(2020)年
国勢調査の確定数を出発点とする新たな全国将来人口
推計を行い、その結果を「日本の将来推計人口(令和
５年推計)」として公表しました。
日本の将来推計人口とは、出生、死亡、国際人口移動
について、実績値の動向をもとに仮定を設け、日本全
域の将来の人口規模、男女・年齢構成の推移について
推計を行ったものです。
その内容は、総人口は50年後に現在の７割に減少し、
65歳以上人口はおよそ４割を占める。との衝撃的結
果です。
前回推計よりも出生率は低下するものの、平均寿命が
延伸し、外国人の入国超過増により 人口減少の進行
はわずかに緩和しています。

一方総務省が、住民基本台帳に基づ
く今年１月１日時点の人口を発表し
ました。日本人の人口は１億２２４
２万３０３８人で、前年より８０万
５２３人減り、減少数は過去最多だ
った前年よりも１８万人以上多かっ
た。唯一人口が増えていた沖縄県も
減少に転じ、今の調査方法になった
１９７３年以降、初めて全都道府県
で日本人の人口が減少した。
各自治体の人口減少率の上位10自治
体と大阪府、減少率が最低の東京都
の減少率を右上表に示します。過疎
地で人口減少が多い傾向が見られま
す。財政力指数と人口減少率の関係
を別図で示します。

感染者の定点把握となった以降の感染者の状況は上図
の通りで、一貫して増加していましたが一転減少に転
じており、ピークアウトが期待されます。

昌子の日記＆予定
8/1 防災講演会
8/3 「先進的水道管劣化予測診断に学ぶ」学習会
8/4 子ども議会（8校参加）傍聴
8/8 和泉中央駅会報配布、槙尾川を考える定例会
8/9 都市計画審議会 8/10 和泉府中駅会報配布
8/16 高齢社会を良くする会 介護問題研究会
8/21,22 和泉中央駅会報配布、8/23 府中会報配布
8/24 府中駅会報配布、こども食堂
8/28 介護保険運営協議会傍聴8/29 ごみ問題学習会

人口減少にどう対応

コロナ 5類移行後のコロナ発症数



昌子の広場第２５１報 令和５年９月発行

恒例の住みよさランキングの最新版が東洋経済新聞
社から出ていましたので、調べてみました。住みよ
さランキング 2023の総合 1位は、石川県野々市市
となりました。一昨年 1位、昨年 3位からの躍進で
す。野々市市のHPにランキング 1位に選ばれた事
が報告されています。
（https://www.city.nonoichi.lg.jp/soshiki/10/4
6722.html） 昨年 1位の武蔵野市は2位に後退し
ました。
住みよさランキングの上位は石川県、福井県、鳥取県など日本海沿いの県が多くを占めて
います。
和泉市のランキングの推移は以下の表の通りです。今回全国順位が低下しています。

今回全国順位が低下した要因は左表
にありますように安心度が悪化した
ことによるものです。
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▼4つの観点と算出指標（全国 792市と東京 20区が対象）
■［安心度］ ○病院・一般診療所病床数（人口当たり） ○介護老人福祉施設・介護老人保健施設定員数（65歳以上人口

当たり） ○20～39歳女性人口当たり0～4歳児数 ○子ども医療費助成（対象年齢・所得制限の有無
〇人口当たり刑法犯罪認知件数 〇人口当たり交通事故件数

■［利便度］ ○小売業年間商品販売額（人口当たり） ○大型小売店店舗面積（人口当たり）
〇可住地面積あたり飲食料品小売り事業所数 〇人口当たり飲食店数

■［快適度］ ○転入・転出人口比率 ○水道料金 〇汚水処理人口普及率
○都市計画区域人口当たり都市公園面積 〇気候（月平均最高・最低気温、日照時間

■［富裕度］ ○財政力指数 ○納税義務者一人当たり所得 〇住宅延床面積
〇住宅地平均地価 〇人口当たり法人住民税

▼評価方法 20指標それぞれについて平均値を50とする偏差値を算出し、その平均を総合評価とした。又
安心度、利便度、快適度、富裕度の部門ごとの平均偏差値での順位づけを行っている。

●野々市市は県のほぼ中央にあるコン
パクトな市で、すみよさランキング全
国5位の白山市と同じく10位の金沢市
に囲まれ、市全体が手取川扇状地の平
坦地に位置します。金沢駅まで電車で
7分の距離にあり、県内では大型小売
店施設が集積するなど利便性が高く若
いファミリー世代を中心に人口が増
加、年少人口比率は全国上位で、金沢
工業大学や石川県立大学が所在してい
ます。
●和泉市を全国でトップの野々市市と
政令指定都市を除く府内トップの箕面
市と比較したのが左表です。野々市市
と比較しますと、野々市市は平均年
齢、老齢人口比率、生産年齢人口比率
のいずれも和泉市と比べ若い市である
と言えます。
●財政力に大きな差（箕面市と比較
財政力の差も大きいです。一人当た
り税収額、経常収支比率、財政力指
数などほぼ全ての財政に関する指標
で和泉市は劣っています。街の成り
立ちに差があるとはいえ、財政規律
に格段の配慮が必要と思います。

■大阪府内のランキングをみますと上
位を北摂地方の自治体が占めてお
り、南部の自治体は総じて低位にあ
るといえます。
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